
国
土
交
通
省
は
3
月
31
日

付
で
、
中
京
圏
の
新
た
な
高

速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
に
対
し
て

事
業
許
可
、
名
古
屋
高
速
道

路
公
社
に
対
し
て
料
金
認
可

を
行
っ
た
。

中
京
圏
の
高
速
道
路
に
つ

い
て
は
、
中
日
本
、
公
社
と

管
理
事
業
者
の
違
い
や
路
線

な
ど
で
料
金
水
準
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
公
平
な
料
金
体

系
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
料
金
体

系
、
交
通
流
動
の
最
適
化
の

た
め
の
料
金
体
系
の
3
原
則

を
も
と
に
、
国
の
国
土
幹
線

道
路
部
会
中
京
圏
小
委
員
会

で
検
討
を
進
め
、昨
年
12
月
、

「
中
京
圏
の
高
速
道
路
を
賢

く
使
う
た
め
の
料
金
体
系
基

本
方
針
」
を
提
言
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
2
月
に
「
中
京
圏

の
新
た
な
高
速
道
路
料
金
に

関
す
る
具
体
方
針
案
」
を
発

表
、
詳
細
を
詰
め
て
き
た
。

今
回
の
新
料
金
で
は
、
東

海
環
状
道
の
整
備
の
加
速

化
、
一
宮
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
と
東

名
三
好
付
近
で
の
渋
滞
解
消

の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡

充
に
必
要
な
財
源
確
保
も
考

慮
し
て
、
現
行
の
大
都
市
近

郊
区
間
の
水
準
を
基
本
と
す

る
対
距
離
制
を
導
入
。
車
種

区
分
は
、
中
日
本
5
車
種
、

公
社
2
車
種
の
と
こ
ろ
を
5

車
種
区
分
に
統
一
す
る
。

東
海
環
状
道
や
名
古
屋
第

2
環
状
道
の
利
用
が
料
金
面

で
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
、

経
路
に
よ
ら
ず
起
終
点
間
の

最
短
距
離
を
基
本
に
料
金
を

決
定
。
ま
た
、
都
心
部
へ
の

流
入
に
関
し
て
、
交
通
分
散

の
観
点
か
ら
、
経
路
に
よ
ら

ず
起
終
点
間
の
最
短
距
離
を

基
本
に
料
金
を
決
定
す
る
。

例
え
ば
、
東
名
阪
道
・
四

日
市
東
Ｉ
Ｃ
か
ら
中
央
道
・

土
岐
Ｉ
Ｃ
へ
行
く
場
合
、
東

海
環
状
道
経
由
の
料
金
は
4

0
9
0
円
だ
が
、
こ
れ
を
引

き
下
げ
て
3
1
6
0
円
に
設

定
。
名
2
環
・
中
央
道
経
由

と
同
額
に
な
る
。

中
京
圏
の
新
た
な

高
速
道
路
料
金

社
会
資
本
整
備
審
議
会
計

画
部
会
は
4
月
30
日
、
20
年

度
末
に
期
限
を
迎
え
る
「
第

4
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計

画
」
の
次
期
計
画
に
盛
り
込

む
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

議
論
し
た
。
当
日
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

に
て
開
催
さ
れ
た
。

安
全
・
安
心
の
確
保
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
形

成
、
経
済
成
長
の
実
現
と
い

っ
た
社
会
資
本
整
備
の
基
本

的
役
割
を
果
た
し
、
ス
ト
ッ

ク
効
果
の
最
大
化
を
目
指
す

た
め
、
重
点
目
標
の
設
定
。

①
自
然
災
害
か
ら
国
民
の
い

の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
社
会

づ
く
り
②
予
防
保
全
に
基
づ

く
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
管

理
の
実
現
―
―
な
ど
6
項
目

が
掲
げ
ら
れ
た
。

重
点
目
標
実
現
に
向
け
た

施
策
で
は
、
気
候
変
動
の
影

響
を
踏
ま
え
た
新
た
な
防
災

・
減
災
対
策
の
確
立
に
取
り

組
む
ほ
か
、
予
防
保
全
に
基

づ
く
イ
ン
フ
ラ
管
理
の
た
め

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
確
保

や
新
技
術
活
用
に
よ
る
業
務

の
高
度
化
等
が
挙
げ
ら
れ

た
。
ま
た
生
産
性
向
上
に
向

け
て
は
、
経
済
の
好
循
環
を

支
え
る
基
盤
整
備
と
し
て
、

環
状
道
路
等
の
人
流
・
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
も
盛

り
込
ま
れ
た
。

次
期
計
画
「
第
5
次
社
会

資
本
整
備
重
点
計
画
」
に
つ

い
て
は
、
今
夏
に
も
施
策
を

固
め
、
21
年
3
月
ま
で
の
閣

議
決
定
を
目
指
す
。

社
整
審
計
画
部
会

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
議
論

第
５
次
計
画
策
定
に
向
け
て

中日本に許可

「山陰西部国道」開設
山口県境以西の山陰道整備推進へ
中国地方整備局４月１日に

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整

備
局
は
4
月
1
日
、
島
根
・

山
口
県
境
以
西
の
山
陰
道
の

整
理
推
進
の
た
め
に
「
山
陰

西
部
国
道
事
務
所
」
と
、
今

後
急
速
に
老
朽
化
す
る
社
会

資
本
の
対
策
を
強
化
す
る
た

め
に
「
中
国
道
路
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
新
た
に

開
設
し
た
。
開
所
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
最
少

人
数
で
実
施
し
た
。

中
国
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
は
、
中
国
技
術
事

務
所
内
の
〒
7
3
6
―
0
0

8
2
広
島
県
広
島
市
安
芸
区

船
越
南
2
―
8
―
1
に
開
設

さ
れ
た
。
同
日
は
水
谷
誠
中

国
地
方
整
備
局
長
、
藤
原
博

明
中
国
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
長
と
職
員
ら
が
出

席
し
、
看
板
設
置
が
行
わ
れ

た
。水

谷
整
備
局
長
は
「
中
国

地
方
に
お
け
る
道
路
施
設
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
司
令
塔
と

し
て
、
事
務
所
や
地
方
自
治

体
な
ど
か
ら
、
頼
り
に
さ
れ

る
存
在
と
な
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
挨
拶
。
藤
原
セ
ン
タ

ー
長
は
「
中
国
地
方
に
は
約

9
万
5
千
橋
の
橋
が
あ
り
、

そ
の
約
9
割
を
地
方
自
治
体

が
管
理
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
デ
ー
タ

等
を
活
用
し
、
効
率
的
か
つ

戦
略
的
な
技
術
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
直
轄
国

道
に
お
け
る
橋
梁
等
の
健
全

性
の
診
断
等
を
担
当
す
る
ほ

か
、
蓄
積
さ
れ
た
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
デ
ー
タ
の
管
理
・
分
析

に
よ
る
劣
化
予
測
や
修
繕
計

画
の
最
適
化
、
新
技
術
の
活

用
な
ど
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
よ
る
道
路
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
高
度
化
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
道
路
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
係
る
地
方
公
共
団
体

支
援
と
し
て
、
施
設
の
健
全

性
の
診
断
・
修
繕
の
代
行
な

ど
を
担
当
す
る
。

一
方
、
山
陰
西
部
国
道
事

務
所
は
、
旧
萩
市
役
所
第
5

庁
舎
の
〒
7
5
8
―
0
0
4

1
山
口
県
萩
市
大
字
江
向
字

江
向
3
1
8
―
2
に
開
設
。

同
月
15
日
、
水
谷
整
備
局

長
、
福
島
広
志
山
陰
西
部
国

道
事
務
所
長
と
職
員
ら
が
出

席
し
、
看
板
設
置
が
行
わ
れ

た
。
水
谷
整
備
局
長
は
「
道

路
整
備
の
最
前
線
と
し
て
職

務
に
励
ん
で
頂
き
た
い
」
と

述
べ
、
福
島
所
長
は
「
山
陰

道
に
近
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
、
地
域
の
連
携
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
で

き
、
整
備
促
進
に
繋
が
る
。

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

島
根
・
山
口
県
境
か
ら
西

の
山
陰
道
の
整
備
を
管
轄

し
、
道
路
計
画
、
環
境
影
響

評
価
、
調
査
設
計
、
用
地
取

得
、改
築
工
事
を
担
当
す
る
。

高規格幹線道路網の現況 2020年 5 月15日現在

山陰地域の道路整備の最前線となる

風
薫
る
5

月
中
旬
、
こ

の
爽
や
か
な

時
期
を
満
喫

す
る
こ
と
す

ら
ま
ま
な
ら
な
い
非
日
常

の
生
活
が
続
く
。
国
民
の

ほ
と
ん
ど
が
倦
み
苛
立
っ

て
い
る
の
は
、
緊
急
事
態

宣
言
以
降
、
休
業
、
イ
ベ

ン
ト
中
止
、
外
出
自
粛
等

が
続
く
も
の
の
、
終
息
の

兆
し
が
見
え
て
こ
な
い
か

ら
だ
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
は
ピ
ー
ク
を

記
録
し
た
4
月
下
旬
以

降
、
徐
々
に
減
少
傾
向
へ

と
推
移
し
て
き
て
い
る
。

第
2
、
第
3
波
も
予
測
さ

れ
る
中
、
人
と
人
と
の
接

触
は
出
来
る
だ
け
避
け
、

社
会
的
距
離
を
保
つ
な
ど

「
新
し
い
生
活
様
式
」
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
習
慣
を
改
め
る

の
は
中
々
容
易
で
は
な
い

▼
社
会
全
体
を
大
き
く
変

容
さ
せ
つ
つ
あ
る
新
型
コ

ロ
ナ
終
息
へ
は
、
長
い
戦

い
を
覚
悟
す
る
こ
と
が
肝

要
。
経
済
活
動
へ
の
計
り

知
れ
な
い
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
つ
つ
あ
り
、
予
断
を
許

さ
な
い
▼
政
府
は
13
日
、

39
県
に
つ
い
て
緊
急
事
態

宣
言
を
解
除
す
る
方
針
を

固
め
、
14
日
、
専
門
家
会

議
の
意
見
を
踏
ま
え
諮
問

委
員
会
に
諮
り
、
正
式
に

決
定
。
先
ず
は
一
歩
前
進

と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、

1
9
3
0
年
代
の
世
界
恐

慌
以
来
の
危
機
が
指
摘
さ

れ
る
中
、
21
世
紀
版
「
ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
」
と

い
っ
た
強
力
な
政
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

供用延長（㎞）
進捗率（％）

86
（88）
79

76

注1＝（ ）内は、高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路で外書きであり、高規格幹線道路の総延長に含まれている。
注2＝一般国道自動車専用道路の供用延長には、一般国道のバイパス等を活用する区間が含まれる。

11,99８
（1,041）
9,062

1,895

総延長
（㎞）
約14,000

11,520

約2,480

高規格幹線道路

高速自動車国道

一般国道自動車専用道路
（本州四国連絡道路を含む）

■高速自動車国道の内訳
供用延長（㎞）

8,438
624
9,062

整備計画延長（㎞）
8,594
834
9,428

有料道路方式区間
新直轄方式区間
合 計

東海北陸道の全線４車線化で赤羽国交相に要望……………………………（２面）
高速３社の２０２０年度事業計画…………………………………………………（２面）
中央道「談合坂スマートＩＣ」５月２４日に開通……………………………（３面）
中日本エクシス、第２８回優良外食産業表彰で「農林水産大臣賞」受賞…（７面）
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「
緊
急
度
が
高
い
の
で
さ
ら
に
進
め
る
」
と
赤
羽
国
交
相

東東
海海
北北
陸陸
道道
のの
全全
線線
４４
車車
線線
化化
をを
早早
期期
にに

石
井
隆
一
富
山
県
知
事
は

3
月
20
日
、
来
県
し
た
赤
羽

一
嘉
国
交
相
と
、
富
山
県
美

術
館
で
面
会
し
、
東
海
北
陸

道
の
ト
ン
ネ
ル
区
間
を
含
む

早
期
の
全
線
4
車
線
化
や
、

北
陸
新
幹
線
の
整
備
促
進
の

た
め
の
財
源
確
保
な
ど
を
要

望
し
た
。

国
土
交
通
省
は
同
月
10

日
、
暫
定
2
車
線
で
開
通
し

て
い
る
高
速
道
路
の
4
車
線

化
に
つ
い
て
、
20
年
度
に
新

た
に
着
手
す
る
候
補
箇
所
と

し
て
、
15
カ
所
、
約
1
1
0

㌔
を
選
定
し
発
表
。
そ
の
中

で
東
海
北
陸
道
の
白
川
郷
Ｉ

Ｃ
〜
五
箇
山
Ｉ
Ｃ
間
（
約
10

・
1
㌔
）
と
、
五
箇
山
Ｉ
Ｃ

〜
福
光
Ｉ
Ｃ
間
（
約
9
・
5

㌔
）
計
約
19
・
6
㌔
が
選
定

さ
れ
た
。

要
望
に
対
し
、
赤
羽
国
交

相
は
、
東
海
北
陸
道
の
4
車

線
化
に
つ
い
て
、「
緊
急
度

が
高
い
の
で
さ
ら
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。

石
井
富
山
県
知
事
が

赤
羽
国
交
相
に
要
望

高高速速３３社社のの2200年年度度事事業業計計画画

３兆3742億円３ 社 計
事業総額

高
速
道
路
の
新
設
・
改
築

に
6
1
3
0
億
円
（
一
般
管

理
費
、
建
設
中
利
息
を
除
く

と
5
6
8
2
億
円
）を
計
上
。

東
関
東
自
動
車
道
な
ど
計
5

道
路
85
㌔
の
新
設
、
関
越
自

動
車
道
に
計
16
道
路
1
5
2

㌔
の
改
築
に
取
り
組
む
。

維
持
・
修
繕
・
災
害
復
旧

そ
の
他
の
管
理
に
は
、
大
規

模
更
新
・
修
繕
の
3
5
0
億

円
を
含
み
、
4
6
7
2
億
円

の
事
業
費
を
予
定
。
高
速
道

路
事
業
の
事
業
費
全
体
と
し

て
は
1
兆
8
0
3
億
円
が
計

上
さ
れ
た
。

20
年
度
完
成
箇
所
と
し
て

は
、
常
磐
自
動
車
道
の
山
元

Ｉ
Ｃ
〜
亘
理
Ｉ
Ｃ
と
い
わ
き

中
央
Ｉ
Ｃ
〜
広
野
Ｉ
Ｃ
、
仙

台
東
部
道
路
・
亘
理
Ｉ
Ｃ
〜

岩
沼
Ｉ
Ｃ
の
4
車
線
化
等
を

予
定
し
て
い
る
。

高
速
道
路
事
業
以
外
の
事

業
で
は
、休
憩
所
・
給
油
所
等

の
建
設
・
管
理
に
1
2
2
億

円
、
高
速
道
路
に
関
連
す
る

委
託
事
業
の
実
施
に
4
9
6

億
円
を
計
上
。
駐
車
場
や
ト

ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
高
架

下
の
占
用
施
設
を
活
用
し
た

事
業
、
Ｗ
ｅ
ｂ
事
業
等
を
展

開
す
る
そ
の
他
の
事
業
費
と

し
て
35
億
円
も
計
上
さ
れ
た
。

新
設
・
改
築
に
は
7
1
8

1
億
円（
同
6
8
8
4
億
円
）

を
計
上
。
事
業
が
進
捗
し
て

い
る
道
路
や
大
都
市
圏
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
道
路

の
整
備
を
重
点
的
に
進
め
、

20
年
度
内
に
は
新
東
名
高
速

道
路
・
御
殿
場
Ｉ
Ｃ
〜
御
殿

場
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
（
延
長
7
・
1

㌔
）、
近
畿
自
動
車
道
伊
勢

線
・
名
古
屋
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
飛

島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
（
12
・
2
㌔
）

の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

管
理
費
に
は
、
大
規
模
更

新
・
修
繕
1
4
5
4
億
円
を

含
む
5
1
6
6
億
円
を
計

上
。
維
持
や
修
繕
、
災
害
復

旧
等
に
取
り
組
む
。

高
速
道
路
事
業
に
係
る
事

業
費
は
総
額
1
兆
2
3
4
7

億
円
と
な
っ
て
い
る
。

高
速
道
路
事
業
以
外
の
事

業
と
し
て
は
、休
憩
所
・
給
油

所
等
の
建
設
・
管
理
に
1
3

6
億
円
、
委
託
事
業
に
4
6

8
億
円
、
そ
の
他
事
業
に
57

億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

新
設
・
改
築
に
つ
い
て

は
、
利
便
性
向
上
に
貢
献
す

る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
の
計
画
的
か
つ
着
実
な

執
行
を
図
る
た
め
、
3
0
3

4
億
円
（
同
2
8
5
5
億

円
）
が
計
上
さ
れ
た
。
年
度

内
の
完
成
箇
所
と
し
て
は
、

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
・
福
知

山
Ｉ
Ｃ
〜
綾
部
Ｉ
Ｃ
間
の
4

車
線
化
、
高
知
自
動
車
道
・

高
知
Ｉ
Ｃ
と
九
州
自
動
車
道

・
桜
島
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
完

成
を
予
定
し
て
い
る
。

一
方
、
管
理
費
は
、
管
内

3
5
3
4
㌔
の
維
持
・
修
繕

等
に
5
3
2
3
億
円
、
中
国

自
動
車
道
な
ど
の
大
規
模
更

新
・
修
繕
に
7
2
8
億
円
、

計
6
0
5
1
億
円
を
計
上
。

中
長
期
を
見
据
え
た
安
全
性

の
確
保
に
努
め
る
。

高
速
道
路
事
業
に
係
る
事

業
費
の
総
額
は
9
0
8
5
億

円
と
な
っ
て
い
る
。

高
速
道
路
事
業
以
外
の
事

業
で
は
、
休
憩
所
・
給
油
所

等
の
建
設
・
管
理
に
1
2
3

億
円
、
委
託
事
業
に
36
億

円
、
そ
の
他
事
業
に
34
億
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

■
東

日

本

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
中
日
本
、
西
日
本
の
高
速
3
社
は
2
0
2
0
年
度
事
業
計

画
を
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
。
高
速
道
路
株
式
会
社
法
第
10
の
条
に
基
づ
き
、
国
土
交

通
大
臣
に
申
請
。
3
月
31
日
付
で
認
可
を
受
け
た
。
事
業
総
額
と
し
て
は
東
日
本
1

兆
1
4
5
6
億
円
、中
日
本
1
兆
3
0
0
8
億
円
、西
日
本
9
2
7
8
億
円
を
計
上
。

高
速
道
路
事
業
に
係
る
事
業
費
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。■

中

日

本

■
西

日

本
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通行台数（台）
道　路　名 対比（Ａ）／

（Ｂ）×１００
前年同月
日平均（Ｂ）

日平均
（Ａ）

東日本高速道路株式会社
１０１.９％６,３０２６,４２４長 野 自 動 車 道
１０１.６％２８９,７８０２９４,４６８東 北 自 動 車 道
１１１.４％６,０９９６,７９４八 戸 自 動 車 道
１０１.７％３,５９４３,６５６青 森 自 動 車 道
９９.０％１６,８９８１６,７２９秋 田 自 動 車 道
１０３.３％２０,２１１２０,８８１日本海東北自動車道
１０２.２％２,２６０２,３０９釜 石 自 動 車 道
１０４.９％１７,６９６１８,５６８山 形 自 動 車 道
２１２.５％４,１７４８,８６９東 北 中 央 道
１０１.８％１７,３９５１７,７０５磐 越 自 動 車 道
１０３.８％４１,６８７４３,２５１札 樽 自 動 車 道
１０１.０％８,０９３８,１７７道 東 自 動 車 道
１０４.２％９４,１０７９８,０３８道 央 自 動 車 道
１１２.３％１,７２０１,９３１後 志 自 動 車 道
１０２.４％１９４,４１０１９８,８９３常 磐 自 動 車 道
１００.０％１８９,９０１１８９,９６１東 関 東 自 動 車 道
１０６.６％６,３３０６,７４８新 空 港 自 動 車 道
１０１.１％７４,９１２７５,７０７館 山 自 動 車 道
１０３.１％１８５,８８８１９１,６３２東京外環自動車道
１００.１％１９８,３２４１９８,５４４関 越 自 動 車 道
１０１.７％７１,１９８７２,３９０北 関 東 自 動 車 道
１０３.０％５３,５３７５５,１２３上 信 越 自 動 車 道
１０３.５％４４,０１６４５,５５２北 陸 自 動 車 道
１０１.７％２,６８７,３９６２,７３３,７４７（合計）

中日本高速道路株式会社
１００.１％３９２,９７２３９３,５３３東 名 高 速 道 路
１１２.１％４６,１３０５１,７１３新 東 名 高 速 道 路
１００.１％７５,４８０７５,５３３名 神 高 速 道 路
９９.７％２１７,５１１２１６,８９３中 央 自 動 車 道
１０１.３％３３,８８４３４,３３９長 野 自 動 車 道
１０２.４％９２,０３７９４,２５３北 陸 自 動 車 道
１５５.２％３,１１５４,８３５中部横断自動車道

－０１,８７１中部横断自動車道－１
１０１.７％８７,６３７８９,１０１東 名 阪 自 動 車 道
１０２.１％１６５,８３３１６９,３０４名古屋第二環状自動車道
９９.７％４９,９０９４９,７６２東海北陸自動車道
１０１.４％１２８,２０４１２９,９９２第二東名自動車道
１０２.５％５８,０２２５９,４７２第二名神自動車道
２１６.８％２,７１０５,８７４新名神高速道路－１
１００.８％３３,９１６３４,１８１伊 勢 自 動 車 道
１０２.０％４,７９２４,８８９紀 勢 自 動 車 道
１０３.０％１,５８６１,６３３舞鶴若狭自動車道
１０１.８％１,８１８,９４８１,８５０,９８７（合計）

西日本高速道路株式会社
１００.３％１６３,２１０１６３,７４５名 神 高 速 道 路
１０５.５％３３,２４６３５,０７９新 名 神 高 速 道 路
１０１.４％１８９,８４９１９２,５９６阪 和 自 動 車 道
１０１.４％９,５６５９,６９６関西空港自動車道
１００.３％１３２,６２５１３３,０１５西 名 阪 自 動 車 道
１０２.６％１５５,８１３１５９,８５０近 畿 自 動 車 道
１００.８％２１,１９７２１,３６８舞鶴若狭自動車道
１０１.５％１２４,７０５１２６,５８９中 国 自 動 車 道
１００.２％５８１５８３播 磨 自 動 車 道
９９.０％１,２６８１,２５６岡 山 自 動 車 道
１０１.１％２３６,７４９２３９,３２４山 陽 自 動 車 道
１０１.４％２１,１７６２１,４６５広 島 自 動 車 道
９９.１％５,６９１５,６４０米 子 自 動 車 道
９９.２％４,７２５４,６８５浜 田 自 動 車 道
１１１.３％２,１２４２,３６３松 江 自 動 車 道
１０７.５％１１,１９３１２,０３５山 陰 自 動 車 道
１０２.１％５９,１１３６０,３８０高 松 自 動 車 道
１０２.２％４９,１９３５０,２８４松 山 自 動 車 道
１０１.６％２２,７８９２３,１６４高 知 自 動 車 道
９９.０％１１,３８１１１,２６８徳 島 自 動 車 道
１０２.８％１８,０１２１８,５１７関 門 橋
１０１.５％２４０,６６８２４４,１５９九 州 自 動 車 道
１０２.３％１７,１２２１７,５１９宮 崎 自 動 車 道
１０１.９％５９,１５３６０,２６９長 崎 自 動 車 道
１０１.０％４８,９６７４９,４５４大 分 自 動 車 道
１０２.３％６０,５８６６１,９７１東 九 州 自 動 車 道
１００.５％１００,７２５１０１,２６９沖 縄 自 動 車 道
１０３.６％２,７６１,６６６２,８６２,４３１（合計）

２０２０年１月　東・中・西日本
高速道路の交通量と料金収入

料金収入（千円）
会 社 名 対比（Ａ）／

（Ｂ）×１００
前年同
月比（Ｂ）月計（Ａ）

１０１.２％６４,１５２,５３９６４,９２４,４４６東 日 本 高 速 道 路
１０１.０％５２,９７４,５１８５３,４９３,３３５中 日 本 高 速 道 路
１１１.８％６１,３１４,３９５６８,５５０,１６３西 日 本 高 速 道 路

※すべて速報値となるため変更となる可能性があります。

※２０１５年度より、交通量、料金収入の合計値には、一般有料道路分が含まれる。

東日本／中日本金沢支社
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Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
は
4

月
15
日
、
15
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
高
速
道
路
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、
20
年
度
に
実
施
す
る

橋
梁
床
版
取
替
工
事
10
橋
な

ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
予

定
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

長
期
交
通
規
制
を
伴
う
工

事
内
容
と
工
事
予
定
時
期
は

次
の
通
り
。

【
橋
梁
床
版
取
替
工
事
】

（
対
面
通
行
規
制
）

▽
道
央
道
・
夕
張
川
橋
床

版
取
替
工
事
（
夕
張
川
橋
下

り
線
）
江
別
東
Ｉ
Ｃ
〜
岩
見

沢
Ｉ
Ｃ
＝
5
月
〜
7
月
▽
東

北
道
・
十
和
田
管
内
高
速
道

路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
（
小

坂
川
橋
上
り
線
）
十
和
田
Ｉ

Ｃ
〜
小
坂
Ｉ
Ｃ
＝
5
月
〜
7

月
▽
同
工
事
（
新
遠
部
沢
橋

下
り
線
）
小
坂
Ｉ
Ｃ
〜
碇
ヶ

関
Ｉ
Ｃ
＝
8
月
〜
10
月
▽
東

北
道
・
滝
名
川
橋
床
版
取
替

工
事
（
滝
名
川
橋
、
葛
丸
川

橋
各
下
り
線
）
花
巻
Ｉ
Ｃ
〜

盛
岡
南
Ｉ
Ｃ
＝
8
月
〜
11
月

▽
東
北
道
・
宮
城
白
石
川
橋

床
版
取
替
工
事
（
宮
城
白
川

橋
上
下
線
）
国
見
Ｉ
Ｃ
〜
白

石
Ｉ
Ｃ
＝
5
月
〜
7
月
、
9

月
〜
11
月
な
ど
計
8
カ
所
。

【
そ
の
他
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
】（

昼
夜
連
続
車
線
規
制
）

▽
山
形
道
・
笹
谷
Ｔ
Ｎ
補

強
工
事
（
笹
谷
Ｔ
Ｎ
上
り

線
）
笹
谷
Ｉ
Ｃ
〜
関
沢
Ｉ
Ｃ

＝
4
月
〜
12
月
▽
上
信
越
道

・
蓬
平
工
事
（
Ｃ‐

Ｂ
ｏ
ⅹ

構
造
へ
変
更
上
下
線
）
坂
城

Ｉ
Ｃ
〜
更
埴
Ｊ
Ｃ
Ｔ
＝
4
月

〜
来
年
3
月
の
2
ヵ
所
。

同
社
は
、
橋
梁
床
版
の
耐

久
性
向
上
を
図
る
た
め
の
高

性
能
防
水
工
の
設
置
や
、
の

り
面
の
長
期
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
の
工
事
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

高
速
道
路
の
大
規
模
更
新
・
修
繕
事
業
「
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
本
格
化
を
迎
え
て
い
る
。
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
3
社
で
は
今
年
度
、
首
都
圏
や
関
東
・
中
部
・
関
西
圏
を
結
ぶ
主
要
路
線
の
大
規
模
更
新
・
修
繕
工
事
、
集
中

工
事
に
つ
い
て
工
事
予
定
を
予
め
公
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
長
期
の
通
行
止
め
や
車
線
規
制
に
よ
り
、
物
流
業
界
等
の
運

行
計
画
な
ど
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
事
前
に
広
報
す
る
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
、
初
め
て
の
試
み
。
今
後
、
各
社
で

は
工
事
の
最
新
情
報
に
つ
い
て
、
順
次
、
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
発
信
し
て
い
く
。

東東

日日

本本

東

日

本プレキャストＰＣ床版架設状況

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
金
沢

支
社
は
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
、
5
月
11
日
〜
8
月

7
日
（
土
日
祝
日
含
む
）
ま

で
の
89
日
間
、
北
陸
自
動
車

道
の
福
井
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

〜
黒
部
Ｉ
Ｃ
間
の
う
ち
5
区

間
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、

昼
夜
連
続
・
対
面
通
行
規
制

を
実
施
す
る
。

交
通
規
制
を
実
施
す
る
区

間
と
日
時
は
次
の
通
り
。

【
福
井
県
内
】
5
月
11
日
〜

8
月
6
日
＝
福
井
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ

・
Ｉ
Ｃ
〜
丸
岡
Ｉ
Ｃ
間
上
下

線

【
石
川
県
内
】
5
月
11
日
〜

8
月
7
日
＝
金
沢
森
本
Ｉ
Ｃ

〜
小
矢
部
Ｉ
Ｃ
間
上
下
線

【
富
山
県
内
】
5
月
12
日
〜

8
月
7
日
＝
砺
波
Ｉ
Ｃ
〜
小

杉
Ｉ
Ｃ
間
上
下
線
、
5
月
11

日
〜
8
月
7
日
＝
富
山
Ｉ
Ｃ

〜
立
山
Ｉ
Ｃ
間
、
魚
津
Ｉ
Ｃ

〜
黒
部
Ｉ
Ｃ
間
各
上
下
線
。

対
面
通
行
規
制
期
間
中
は

走
行
可
能
な
車
線
数
が
片
側

2
車
線
か
ら
1
車
線
に
減
少

す
る
こ
と
か
ら
、
区
間
に
よ

っ
て
は
朝
夕
の
通
勤
時
間
や

休
日
に
渋
滞
や
混
雑
、
特
に

7
月
の
海
の
日
な
ど
を
含
む

4
連
休
に
最
大
10
㌔
程
度
の

渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
。

同
社
で
は
、「
北
陸
道
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
専
用
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
」
な
ど
で
、
渋
滞

予
測
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
所
要

時
間
、
工
事
の
概
要
や
進
捗

な
ど
を
掲
載
し
、
外
出
す
る

際
の
利
用
時
間
帯
の
検
討
な

ど
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

道
路
交
通
情
報
は
、「
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト

ア
イ
ハ
イ
ウ
ェ

イ
中
日
本
」、
日
本
道
路
交

通
情
報
セ
ン
タ
ー
電
話

0
5
0
（
3
3
6
9
）
6
6

6
6
で
確
認
を
。

な
お
、
渋
滞
予
測
は
過
去

の
渋
滞
実
績
を
基
に
作
成
し

て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
伴
う

利
用
状
況
の
変
動
は
予
測
に

含
ま
れ
て
い
な
い
。

中中

日日

本本

金金

沢沢

支支

社社

中
央
道
「
談
合
坂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
」

５
月
24
日
に
開
通
へ

東
京
へ
の
通
勤
圏
が
拡
大

山
梨
県
上
野
原
市
と
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
八
王
子
支
社

が
共
同
で
事
業
を
進
め
て
き

た
中
央
自
動
車
道
に
接
続
す

る
談
合
坂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が

5
月
24
日
午
後
3
時
に
開
通

す
る
。

上
野
原
Ｉ
Ｃ
〜
大
月
Ｉ
Ｃ

間
に
設
置
さ
せ
る
談
合
坂
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
山
梨
県
上
野

原
市
大
野
）
は
、
上
野
原
Ｉ

Ｃ
か
ら
約
7
・
6
㌔
、
大
月

Ｉ
Ｃ
か
ら
約
12
・
5
㌔
地
点

に
位
置
。
上
り
線
（
東
京
方

面
）は
談
合
坂
Ｓ
Ａ（
上
り
）

を
経
由
す
る
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
接

続
型
、
下
り
線
（
名
古
屋
・

長
野
方
面
）
は
Ｓ
Ａ
経
由
の

本
線
直
結
型
と
な
る
。
車
長

6
・
0
㍍
以
下
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を

搭
載
す
る
軽
自
動
車
等
と
普

通
自
動
車
が
利
用
可
能
。
運

用
時
間
は
24
時
間
。

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
東

京
へ
の
通
勤
圏
が
拡
大
し
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
「
コ
モ
ア
し

お
つ
」
か
ら
名
古
屋
・
長
野

方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
が

短
縮
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
規

模
災
害
時
、
防
災
拠
点
へ
の

ア
ク
セ
ス
性
向
上
や
高
次
医

療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間

が
短
縮
さ
れ
る
。

談
合
坂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
〜

八
王
子
Ｉ
Ｃ
間
（
延
長
32
・

1
㌔
）
の
通
常
通
行
料
金

は
、
普
通
車
1
0
3
0
円
、

軽
自
動
車
等
は
8
6
0
円
。

「
談
合
坂
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
」
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
図

お
詫
び
と
訂
正

本
紙
4

月
25
日
号
2
面
の
「
東
海
北

陸
道
の
全
線
4
車
線
化
」
要

望
の
記
事
中
、
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
「
石
井

隆
一
富
山
県
知
事
」
で
す
。

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
本
号
2
面
に
て
再
掲
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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①
工
事
種
別
②
工
事
場
所
③

工
期
④
工
事
概
要
⑤
公
告
等
予

定
時
期
⑥
入
札
予
定
時
期
⑦
発

注
規
模

◇

▽
新
東
名
高
速
道
路
伊
勢
原

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
西
地
区
側
道

整
備
工
事
＝
①
土
木
工
事
②
神

奈
川
県
伊
勢
原
市
③
約
12
ヶ
月

④
伊
勢
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
の
伊
勢

原
市
東
富
岡
〜
西
富
岡
の
調
整

池
、
付
替
道
水
路
の
整
備
等
を

行
う
工
事
、調
整
池
1
箇
所（
約

1
千
立
法
㍍
）、
付
替
道
水
路

約
1
㌔
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2

四
半
期
⑦
5
・
5
億
円
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路

子
易

地
区
調
整
池
整
備
工
事
＝
①
土

木
工
事
②
神
奈
川
県
伊
勢
原
市

③
約
15
カ
月
④
子
易
地
区
の
調

整
池
お
よ
び
付
替
道
路
等
の
整

備
を
行
う
工
事
、
調
整
池
2
箇

所
約
3
千
立
法
㍍
、
約
2
千
立

法
㍍
）、
付
替
道
路
約
0
・
1

㌔
⑤
第
2
四
半
期
⑥
第
3
四
半

期
⑦
5
・
5
億
円
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路

西
富

岡
地
区
付
替
道
路
整
備
工
事
＝

①
土
木
工
事
②
神
奈
川
県
伊
勢

原
市
③
約
15
カ
月
④
西
富
岡
地

区
の
付
替
道
水
路
等
の
整
備
を

行
う
工
事
、
付
替
道
水
路
約
0

・
2
㌔
、
交
差
点
改
良
1
箇
所

⑤
第
2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期

⑦
5
・
5
億
円
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路

秦
野

北
地
区
調
整
池
整
備
工
事
＝
①

土
木
工
事
②
神
奈
川
県
秦
野
市

③
約
24
カ
月
④
伊
勢
原
大
山
Ｉ

Ｃ
〜
秦
野
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
間
に

あ
る
秦
野
市
蓑
毛
〜
秦
野
市
横

野
の
高
架
下
に
お
け
る
調
整
池

を
整
備
す
る
工
事
、
調
整
池
9

箇
所
、
切
盛
土
工
約
2
・
5
万

立
法
㍍
、
側
道
整
備
約
0
・
4

㌔
、
用
排
水
工
1
式
⑤
第
1
四

半
期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
11
億
円

以
上
〜
15
億
円
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路

四
十

八
瀬
川
調
整
池
整
備
工
事
＝
①

土
木
工
事
②
神
奈
川
県
秦
野
市

③
約
12
カ
月
④
伊
勢
原
大
山
Ｉ

Ｃ
〜
秦
野
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
間
に

あ
る
秦
野
市
三
廻
部
の
高
架
下

に
お
け
る
調
整
池
を
整
備
す
る

工
事
、
調
整
池
1
箇
所
、
切
盛

土
工

約
0
・
5
万
立
法
㍍
、

側
道
整
備
約
0
・
2
㌔
、
用
排

水
工
1
式
⑤
第
4
四
半
期
⑥

2
0
2
1
年
度
第
1
四
半
期
⑦

5
・
5
億
円
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路
御
殿
場

市
神
場
地
区
移
転
先
造
成
工
事

＝
①
土
木
工
事
②
静
岡
県
御
殿

場
市
③
約
5
カ
月
④
御
殿
場
Ｉ

Ｃ
（
仮
称
）
〜
御
殿
場
Ｊ
Ｃ
Ｔ

間
に
あ
る
御
殿
場
市
神
場
地
区

に
お
け
る
共
同
墓
地
の
移
転
に

伴
う
現
物
補
償
に
よ
る
墓
地
の

造
成
工
事
、
移
転
先
造
成
約

1
0
0
0
平
方
㍍
、
切
盛
土
工

約
0
・
1
万
立
法
㍍
、
給
排
水

設
備
1
式
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第

3
四
半
期
⑦
5
・
5
億
円
未
満

東
京
支
社

▽
中
部
横
断
自
動
車
道

清

水
工
事
事
務
所
管
内
仮
橋
撤
去

工
事
＝
①
土
木
工
事
②
静
岡
県

静
岡
市
清
水
区
③
約
11
カ
月
④

新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
県
境
間
に

お
け
る
橋
梁
高
架
下
等
に
お
け

る
仮
橋
を
撤
去
す
る
工
事
、
仮

橋
撤
去
工

6
箇
所
（
約

1
0
0
0
㌧
）
⑤
第
2
四
半
期

⑥
第
2
四
半
期
⑦
5
・
5
億
円

未
満▽

東
名
高
速
道
路
掛
川
地
区

付
替
水
路
工
事
＝
①
土
木
工
事

②
静
岡
県
掛
川
市
③
約
12
カ
月

④
掛
川
地
区
の
付
替
水
路
工

事
、
付
替
水
路

約
2
0
0

㍍
、
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第
3
四

半
期
⑦
5
・
5
億
円
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路
小
山
町

用
沢
地
区
飛
球
防
護
対
策
工
事

＝
①
土
木
工
事
②
静
岡
県
駿
東

郡
小
山
町
③
約
41
カ
月
④
小
山

町
用
沢
地
区
に
お
い
て
、
隣
接

ゴ
ル
フ
場
か
ら
の
飛
球
を
防
護

す
る
た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
を
施
工
す
る
工
事
、
飛
球

防
護
対
策
工
1
9
0
㍍
、
⑤
第

1
四
半
期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
15

億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額
未

満
▽
新
東
名
高
速
道
路
ぐ
み
沢

下
〜
川
島
田
地
区
側
道
整
備
工

事
＝
①
土
木
工
事
②
静
岡
県
御

殿
場
市
③
約
15
カ
月
④
御
殿
場

市
ぐ
み
沢
下
地
区
〜
川
島
田
地

区
の
側
道
整
備
を
実
施
す
る
工

事
、
側
道
整
備
約
3
㌔
、
切
盛

土
工
約
4
万
立
法
㍍
、
舗
装
工

約
3
万
平
方
㍍
、
調
整
池
5
箇

所
、
用
排
水
工
1
式
、
立
入
防

止
柵
約
3
㌔
⑤
第
1
四
半
期
⑥

第
1
四
半
期
⑦
11
億
円
以
上
〜

15
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
清
見
寺
ト
ン
ネ
ル
他
4

ト
ン
ネ
ル
覆
工
補
強
工
事
＝
①

土
木
工
事
②
静
岡
県
富
士
市
〜

静
岡
県
静
岡
市
③
約
48
カ
月
④

蒲
原
ト
ン
ネ
ル
､
薩
垂
ト
ン
ネ

ル
、
興
津
ト
ン
ネ
ル
、
清
見
寺

ト
ン
ネ
ル
、
袖
師
ト
ン
ネ
ル
の

覆
工
補
強
等
を
行
う
工
事
、
炭

素
繊
維
シ
ー
ト
接
着
約
33
千
平

方
㍍
、
ひ
び
割
れ
補
修
工
約
1

千
㍍
、
ひ
び
割
れ
注
入
工
約
5

千
㍍
、
断
面
修
復
工
約
36
千

Ｌ
、
監
視
員
通
路
工
約
2
千
㍍

⑤
m
第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半

期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額
以
上
〜
50

億
円
未
満

▽
名
高
速
道
路
焼
津
橋
他
1

橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
土
木
工

事
②
静
岡
県
焼
津
市
〜
静
岡
県

焼
津
市
③
約
24
カ
月
④
小
柳
津

高
架
橋（
上
り
・
Ｃ
o
橋
部
）、

焼
津
橋
に
つ
い
て
補
強
工
事
を

行
う
工
事
、
支
承
取
替
工

2
6
0
基
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桁

連
結
2
連
、
詳
細
設
計
1
式
⑤

第
1
四
半
期
⑥
2
0
2
1
年
度

第
1
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額

以
上
〜
50
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路

三
ヶ
日

橋
他
1
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①

土
木
工
事
②
静
岡
県
浜
松
市
③

約
17
カ
月
④
三
ヶ
日
橋
及
び
浜

松
橋
の
橋
脚
耐
震
補
強
を
行
う

工
事
、
橋
脚
耐
震
補
強
8
基
⑤

第
2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期
⑦

5
・
5
億
円
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路
仁
杉
〜

ぐ
み
沢
上
地
区
側
道
整
備
工
事

＝
①
土
木
工
事
②
静
岡
県
御
殿

場
市
③
約
24
カ
月
④
新
東
名
高

速
道
路
御
殿
場
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）

〜
御
殿
場
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
に
あ
る
御

殿
場
市
仁
杉
地
区
〜
茱
萸
沢
地

区
の
側
道
整
備
を
実
施
す
る
工

事
、
切
盛
土
工
約
6
万
立
法

㍍
、
簡
易
舗
装
工
約
3
万
平
方

㍍
、
調
整
池
6
箇
所
、
立
入
防

止
柵
約
6
㌔
⑤
第
1
四
半
期
⑥

第
2
四
半
期
⑦
11
億
円
以
上
〜

15
億
円
未
満

▽
中
部
横
断
自
動
車
道

両

河
内
地
区
工
事
用
道
路
舗
装
補

修
工
事
＝
①
静
岡
県
静
岡
市
清

水
区
②
舗
装
工
事
③
約
7
カ
月

④
県
道
大
向
福
士
線
（
約
3

㌔
）
他
に
お
け
る
舗
装
補
修
工

事
、
約
2
万
平
方
㍍
⑤
第
2
四

半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦
3
・
5

億
円
未
満

▽
中
部
横
断
自
動
車
道

南

部
町
福
士
地
区
工
事
用
道
路
舗

装
補
修
工
事
＝
①
舗
装
工
事
②

山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町
③
約

10
カ
月
④
県
道
高
瀬
福
士
線

（
約
5
㌔
）
他
に
お
け
る
舗
装

補
修
工
事
、
約
2
・
5
万
平
方

㍍
⑤
第
2
四
半
期
⑥
第
2
四
半

期
⑦
3
・
5
億
円
未
満

▽
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
（
外
回
り
）

横
浜
管
内
舗

装
補
修
工
事
（
2
0
2
0
年

度
）
＝
①
舗
装
工
事
②
神
奈
川

県
茅
ケ
崎
市
〜
神
奈
川
県
相
模

原
市
③
約
36
カ
月
④
首
都
圏
中

央
連
絡
自
動
車
道
の
舗
装
補

修
、
床
版
防
水
工
補
修
を
行
う

工
事
、
舗
装
補
修
約
4
万
平
方

㍍
、
床
版
防
水
工
約
4
万
平
方

㍍
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半

期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額
以
上
〜
50

億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路

横
浜
管

内
舗
装
補
修
工
事
（
2
0
2
0

年
度
）
＝
①
舗
装
工
事
②
東
京

都
世
田
谷
区
〜
神
奈
川
県
厚
木

市
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
〜
神
奈

川
県
茅
ヶ
崎
市
③
約
36
カ
月
④

東
名
高
速
道
路
の
舗
装
補
修
及

び
新
湘
南
バ
イ
パ
ス
の
舗
装
補

修
、
床
版
防
水
工
を
行
う
工

事
、
舗
装
補
修
約
13
万
平
方

㍍
、
床
版
防
水
工
約
5
千
平
方

㍍
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第
4
四
半

期
⑦
7
億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基

準
額
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路
浜
松
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
下
り
線
）
他

駐
車
場
改
良
工
事
＝
①
舗
装
工

事
②
静
岡
県
浜
松
市
③
約
12
カ

月
④
浜
松
Ｓ
Ａ
（
下
り
線
）
の

既
設
駐
車
場
の
改
良
と
拡
幅
、

お
よ
び
浜
松
い
な
さ
Ｉ
Ｃ
路
外

駐
車
場
の
舗
装
を
行
う
工
事
、

舗
装
工

約
1
・
5
万
平
方

㍍
、
切
盛
土
工
約
1
万
立
法
㍍

⑤
第
2
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期

⑦
3
・
5
億
円
以
上
〜
7
億
円

未
満▽

東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
荏
田
第
二
高
架
橋
床
版

取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事

②
神
奈
川
県
川
崎
市
宮
前
区
〜

神
奈
川
県
横
浜
市
青
葉
区
③
約

42
カ
月
④
荏
田
第
二
高
架
橋
の

床
版
取
替
及
び
荏
田
第
一
高
架

橋
の
路
肩
拡
幅
を
行
う
工
事
、

床
版
取
替
約
8
・
0
千
平
方

㍍
、
中
央
分
離
帯
路
肩
拡
幅
2

橋
、
塗
替
塗
装
約
34
千
平
方

㍍
、
詳
細
設
計
1
式
⑤
第
4
四

半
期
⑥
2
0
2
1
年
度
第
1
四

半
期
⑦
50
億
円
以
上

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
大
井
松
田
Ｉ
Ｃ
〜
御
殿

場
Ｉ
Ｃ
（
左
ル
ー
ト
）
間
床
版

取
替
工
事
（
2
0
2
0
年
度
）

＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈
川

県
足
柄
上
郡
大
井
町
〜
静
岡
県

御
殿
場
市
③
約
30
カ
月
④
大
井

松
田
Ｉ
Ｃ
〜
御
殿
場
Ｉ
Ｃ
（
左

ル
ー
ト
）
間
の
橋
梁
床
版
取
替

を
行
う
工
事
、
床
版
取
替
工
約

6
・
5
平
方
㍍
、
塗
替
塗
装
約

20
千
平
方
㍍
、
疲
労
き
裂
対
策

8
橋
、
支
承
取
替
約
40
基
⑤
第

1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期

▽
東
名
高
速
道
路
横
浜
管
内

伸
縮
装
置
取
替
工
事
（
2
0
2

1
年
度
）
＝
①
橋
梁
補
修
工
事

②
神
奈
川
県
横
浜
市
〜
神
奈
川

県
厚
木
市
③
約
11
カ
月
④
横
浜

町
田
Ｉ
Ｃ
〜
厚
木
Ｉ
Ｃ
間
の
橋

梁
伸
縮
装
置
取
替
を
行
う
工

事
、
伸
縮
装
置
取
替
約
55
車
線

箇
所
⑤
第
4
四
半
期
⑥
2
0
2

1
年
度
第
1
四
半
期
⑦
4
億
円

未
満

▽
東
名
高
速
道
路
浜
松
管
内

伸
縮
装
置
取
替
工
事
（
2
0
2

0
年
度
）
＝
①
橋
梁
補
修
工
事

②
静
岡
県
浜
松
市
〜
愛
知
県
豊

川
市
③
約
12
カ
月
④
浜
松
Ｉ
Ｃ

〜
豊
川
Ｉ
Ｃ
間
の
橋
梁
伸
縮
装

置
取
替
を
行
う
工
事
、
伸
縮
装

置
取
替
工

約
15
車
線
箇
所
⑤

第
3
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期
⑦

4
億
円
未
満

▽
小
田
原
厚
木
道
路
他
小
田

原
管
内
伸
縮
装
置
取
替
工
事

（
2
0
2
0
年
度
）
＝
①
橋
梁

補
修
工
事
②
神
奈
川
県
小
田
原

市
〜
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
、
神

奈
川
県
小
田
原
市
〜
神
奈
川
県

二
宮
町
、
神
奈
川
県
厚
木
市
〜

神
奈
川
県
秦
野
市
③
約
21
カ
月

④
小
田
原
厚
木
道
路
の
金
目
川

橋
他
15
橋
、
西
湘
バ
イ
パ
ス
の

西
湘
大
橋
他
8
橋
及
び
東
名
高

速
道
路
秦
野
高
架
橋
の
計
26
橋

に
お
い
て
伸
縮
装
置
を
取
替
え

る
工
事
、
伸
縮
装
置
取
替
工
約

1
8
0
車
線
箇
所
⑤
第
2
四
半

期
⑥
第
3
四
半
期
⑦
4
億
円
以

上
〜
10
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
酒
匂
川
橋
他
2
橋
床
版

取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事

②
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
大
井
町

〜
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
山
北
町

③
約
31
カ
月
④
大
井
松
田
Ｉ
Ｃ

〜
鮎
沢
Ｐ
Ａ
（
右
ル
ー
ト
）
間

の
大
沢
橋
、
滝
沢
川
橋
（
山

北
）、
酒
匂
川
橋
の
床
版
取
替

等
を
行
う
工
事
、
床
版
取
替
工

約
8
千
平
方
㍍
、
塗
替
塗
装
工

約
11
千
平
方
㍍
、
鋼
桁
補
強
工

3
橋
、
支
承
取
替
工
約
40
基
、

上
部
工
耐
震
補
強
1
橋
、
詳
細

設
計
13
橋
⑤
第
2
四
半
期
⑥
第

3
四
半
期
⑦
50
億
円
以
上

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
山
北
地
区
床
版
取
替
工

事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈

川
県
足
柄
上
郡
大
井
町
〜
神
奈

川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
③
約
60

カ
月
④
大
井
松
田
Ｉ
Ｃ
〜
鮎
沢

Ｐ
Ａ
（
右
ル
ー
ト
）
間
の
大
沢

橋
、
滝
沢
川
橋
（
山
北
）、
鶴

野
橋
、
堰
口
橋
、
皆
瀬
川
橋
、

鍛
冶
屋
敷
第
三
橋
、
嵐
橋
、
酒

匂
川
橋
、
谷
峨
第
一
橋
、
谷
峨

第
二
橋
、
諸
渕
橋
の
床
版
取
替

等
を
行
う
工
事
、
床
版
取
替
工

約
18
千
平
方
㍍
、
塗
替
塗
装
工

約
40
千
平
方
㍍
、
鋼
桁
補
強
工

14
橋
、
鋼
桁
連
結
工
3
橋
、
支

承
取
替
工
約
1
2
0
基
、
上
部

工
耐
震
補
強
工
3
橋
、
詳
細
設

計

13
橋
⑤
第
2
四
半
期
⑥
第

3
四
半
期
⑦
50
億
円
以
上

▽
東
名
高
速
道
路
尺
里
川
橋

他
4
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
工
事
②
神
奈
川
県
足
柄

上
郡
大
井
町
〜
静
岡
県
御
殿
場

市
③
約
30
カ
月
④
大
沢
橋
、
鳶

ﾉ
子
沢
橋
、
尺
里
川
橋
、
新
鍜

冶
屋
敷
橋
、
成
就
院
橋
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
）
の
橋
脚
耐
震
補

強
及
び
支
承
取
替
等
を
行
う
工

事
、
橋
脚
耐
震
補
強
工
約
5

基
、
支
承
取
替
工

約
15
基
、

支
承
補
強
構
造
約
1
0
0
基
⑤

第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦

10
億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額

未
満▽

東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
坂
部
高
架
橋
他
3
橋
支

承
取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工

事
②
静
岡
県
榛
原
郡
吉
田
町
〜

静
岡
県
菊
川
市
③
約
36
カ
月
④

坂
部
高
架
橋
、
勝
間
田
高
架

橋
、
菊
川
橋
、
湯
日
川
橋
（
鋼

桁
）
の
支
承
取
替
等
を
行
う
工

事
、
支
承
取
替
工
約
2
0
0

基
、
支
承
逸
脱
対
策
工
1
橋
⑤

第
2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期
⑦

10
億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額

未
満▽

東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
菅
ヶ
谷
高
架
橋
他
3
橋

支
承
取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修

工
事
②
静
岡
県
掛
川
市
〜
静
岡

県
袋
井
市
③
約
22
カ
月
④
垂
木

川
橋
、
高
御
所
橋
、
逆
川
橋
、

菅
ヶ
谷
高
架
橋
（
鋼
桁
）
の
支

承
取
替
等
を
行
う
工
事
、
支
承

取
替
工

約
50
基
⑤
第
1
四
半

期
⑥
第
2
四
半
期
⑦
4
億
円
以

上
〜
10
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
浜
名
湖
橋
支
承
取
替
工

事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②
静
岡

県
浜
松
市
③
約
39
カ
月
④
浜
名

湖
橋
（
非
合
成
箱
桁
橋
）
に
お

い
て
支
承
取
替
を
行
う
工
事
、

支
承
取
替
工

約
30
基
⑤
第
1

四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦
10
億

円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
豊
川
橋
他
1
橋
支
承
取

替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②

静
岡
県
浜
松
市
〜
愛
知
県
豊
川

市
③
約
19
カ
月
④
豊
川
橋
（
上

り
線
‥
Ｐ
3
〜
Ａ
2
‥
Ｐ
Ｃ

橋
）
に
お
け
る
支
承
取
替
、
及

び
釣
橋
川
橋
（
Ｐ
Ｃ
―
Ｒ
Ｃ

橋
）
に
お
け
る
変
位
制
限
構
造

の
設
置
及
び
橋
脚
耐
震
補
強
を

行
う
工
事
、
支
承
取
替
工
約
20

基
、
変
位
制
限
構
造
設
置
工
1

箇
所
、
橋
脚
耐
震
補
強
工
1
基

⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期

⑦
10
億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基

準
額
未
満

▽
西
湘
バ
イ
パ
ス
滄
浪
橋
他

3
橋
支
承
取
替
工
事
＝
①
橋
梁

補
修
工
事
②
神
奈
川
県
小
田
原

市
〜
神
奈
川
県
厚
木
市
③
約
17

カ
月
④
玉
川
橋
、
広
川
高
架

橋
、
森
戸
高
架
橋
、
滄
浪
橋（
鋼

橋
）
の
支
承
取
替
を
行
う
工

事
、
支
承
取
替
工
約
90
基
⑤
第

4
四
半
期
⑥
2
0
2
1
年
度
第

1
四
半
期
⑦
4
億
円
以
上
〜
10

億
円
未
満

▽
小
田
原
厚
木
道
路
矢
作
高

架
橋
他
3
橋
支
承
取
替
工
事
＝

①
橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈
川
県

小
田
原
市
〜
神
奈
川
県
小
田
原

市
③
約
20
カ
月
④
酒
匂
川
橋
、

狩
川
橋
、
中
村
川
橋
、
矢
作
高

架
橋
の
支
承
取
替
及
び
成
田
橋

（
鋼
橋
）
鋼
桁
補
修
を
行
う
工

事
、
支
承
取
替
工
約
1
3
0

基
、
鋼
桁
補
修
工
約
25
箇
所
⑤

第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦

10
億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額

未
満▽

西
湘
バ
イ
パ
ス
早
雲
橋
他

6
橋
支
承
取
替
工
事
＝
①
橋
梁

補
修
工
事
②
神
奈
川
県
小
田
原

市
〜
小
田
原
市
③
約
20
カ
月
④

早
雲
橋
、
蓮
正
寺
高
架
橋
、
川

端
高
架
橋
、
早
川
橋
、
西
湘
大

橋
、
萬
丈
橋
、
千
仭
橋（
鋼
橋
）

の
支
承
取
替
を
行
う
工
事
、
支

承
取
替
工
約
1
5
0
基
⑤
第
4

四
半
期
⑥
2
0
2
1
年
度
第
1

四
半
期
⑦
10
億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ

Ｏ
基
準
額
未
満

▽
小
田
原
厚
木
道
路
小
田
原

管
内
鋼
橋
補
修
工
事
（
2
0
2

0
年
度
）
＝
①
橋
梁
補
修
工
事

②
神
奈
川
県
小
田
原
市
〜
神
奈

川
県
厚
木
市
③
約
12
カ
月
④
酒

井
高
架
橋
、
沼
目
橋
、
平
塚
Ｉ

Ｃ
橋
、
葛
川
橋
、
風
祭
高
架
橋

の
鋼
桁
補
修
を
行
う
工
事
、
鋼

桁
補
修
工
約
35
箇
所
⑤
2
0
2

1
年
度
第
1
四
半
期
⑥
2
0
2

1
年
度
第
1
四
半
期
⑦
4
億
円

未
満▽

東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
川
崎
高
架
橋
他
2
橋
支

承
取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工

事
②
東
京
都
世
田
谷
区
〜
神
奈

川
県
横
浜
市
③
約
24
カ
月
④
川

崎
高
架
橋
、
長
尾
高
架
橋
、
荏

田
第
二
高
架
橋
（
鋼
橋
）
の
支

承
取
替
等
を
行
う
工
事
、
支
承

取
替
約
1
6
0
基
、
詳
細
設
計

1
式
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第
4
四

半
期
⑦
10
億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ

基
準
額
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
砧
高
架
橋

他
1
橋
支
承
取
替
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
工
事
②
東
京
都
世
田
谷

区
〜
神
奈
川
県
川
崎
市
③
約
21

カ
月
④
砧
高
架
橋
、
世
田
谷
延

伸
橋(

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋)

の
支

承
取
替
等
を
行
う
工
事
、
支
承

取
替
工

約
15
基
、
水
平
力
分

担
構
造

約
50
基
⑤
第
1
四
半

期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
4
億
円
以

上
〜
10
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
元
石
川
高

架
橋
他
2
橋
支
承
取
替
工
事
＝

①
橋
梁
補
修
工
事
②
東
京
都
世

田
谷
区
〜
神
奈
川
県
横
浜
市
③

約
21
カ
月
④
元
石
川
高
架
橋
、

荏
田
第
一
高
架
橋
、
土
橋
高
架

橋(

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋)

の
支
承

取
替
等
を
行
う
工
事
、
支
承
取

替
工

約
50
基
、
水
平
力
分
担

構
造

約
45
基
、
断
面
修
正
工

約
7
5
0
Ｌ
⑤
第
1
四
半
期
⑥

第
1
四
半
期
⑦
10
億
円
以
上
〜

Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額
未
満

▽
新
湘
南
バ
イ
パ
ス

藤
沢

Ｉ
Ｃ
〜
茅
ヶ
崎
中
央
Ｉ
Ｃ
間
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
耐
震
補
強
工
事

（
そ
の
1
）
＝
①
橋
梁
補
修
工

事
②
神
奈
川
県
藤
沢
市
〜
茅
ヶ

崎
市
③
約
24
カ
月
④
城
南
高
架

橋
、
赤
羽
根
高
架
橋
、
香
川
高

架
橋
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
）
の

橋
脚
耐
震
補
強
及
び
支
承
取
替

等
を
行
う
工
事
、
橋
脚
耐
震
補

強
約
25
基
、
支
承
取
替
約

2
1
0
基
、
詳
細
設
計
1
式
⑤

第
1
四
半
期
⑥
第
4
四
半
期
⑦

10
億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額

未
満▽

新
湘
南
バ
イ
パ
ス
藤
沢
Ｉ

Ｃ
〜
茅
ヶ
崎
中
央
Ｉ
Ｃ
間
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
耐
震
補
強
工
事
＝

①
橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈
川
県

藤
沢
市
〜
茅
ヶ
崎
市
③
約
27
カ

月
④
橋
脚
耐
震
補
強
約
70
基
、

支
承
取
替

約
7
3
0
基
、
詳

細
設
計
1
式
⑤
第
1
四
半
期
⑥

第
4
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額

以
上
〜
50
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
恩
田
川
高

架
橋
他
1
橋
支
承
取
替
工
事
＝

①
橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈
川
県

横
浜
市
〜
神
奈
川
県
厚
木
市
③

約
24
カ
月
④
恩
田
川
高
架
橋
、

小
田
急
高
架
橋
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
）
の
支
承
取
替
等
を
行
う

工
事
、
支
承
取
替
工
約
60
基
⑤

第
3
四
半
期
⑥
第
4
四
半
期
⑦

4
億
円
未
満

東
京
支
社

▽
東
名
高
速
道
路
早
川
高
架

橋
他
2
橋
支
承
取
替
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈
川
県
横

浜
市
〜
神
奈
川
県
厚
木
市
③
約

24
カ
月
④
早
川
高
架
橋
、
岡
田

高
架
橋
、
辻
高
架
橋
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
）
の
支
承
取
替
等
を

行
う
工
事
、
支
承
取
替
工
約
65

基
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第
4
四
半

期
⑦
4
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
東
京
高
架
橋
他
1
橋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
補
強
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
工
事
②
東
京
都
世
田

谷
区
〜
神
奈
川
県
川
崎
市
③
約

24
カ
月
④
東
京
高
架
橋
、
川
崎

高
架
橋
（
Ｒ
Ｃ
中
空
床
版
橋
）

の
上
床
版
を
補
強
す
る
工
事
、

詳
細
設
計
、
Ｒ
Ｃ
中
空
床
版
打

換
2
橋
⑤
第
2
四
半
期
⑥
第
3

四
半
期
⑦
10
億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ

Ｏ
基
準
額
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
所
領
橋
他
2
橋
床
版
取

替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②

神
奈
川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
〜

静
岡
県
御
殿
場
市
③
約
30
カ
月

④
鮎
沢
Ｐ
Ａ
〜
御
殿
場
Ｉ
Ｃ

（
右
ル
ー
ト
）
間
の
柏
木
第
一

橋
、
小
山
高
架
橋
、
所
領
橋
の

床
版
取
替
等
を
行
う
工
事
、
床

版
取
替

約
3
千
平
方
㍍
、
塗

替
塗
装

約
11
千
平
方
㍍
、
鋼

桁
補
強

3
橋
、
鋼
桁
連
結
1

橋
、
支
承
取
替
約
40
基
、
詳
細

設
計

7
橋
⑤
第
1
四
半
期
⑥

第
2
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額

以
上
〜
50
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
小
山
地
区
床
版
取
替
工

事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈

川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
〜
静
岡

中中
日日
本本
２２００
年年
度度
発発
注注
見見
通通
しし

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
東
京
支
社
は
こ
の
ほ
ど
、
20
年
度
の
発
注
見
通
し
を
発
表
し
た
。
本

格
化
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る
推
進
の
た
め
、
特
定
更
新
等
の
工
事
発

注
は
37
件
に
上
る
予
定
。
こ
の
う
ち
、
東
名
高
速
道
路
の
特
定
更
新
等
工
事
は
、
来
年
度
第

1
四
半
期
に
入
札
予
定
の
荏
田
第
二
高
架
橋
床
版
取
替
工
事
も
含
め
て
33
件
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
小
田
原
厚
木
道
路
の
特
定
更
新
等
で
、
狩
川
橋
な
ど
床
版
取
替
工
事
の
入
札
は

第
3
四
半
期
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

東
名（
特
定
更
新
）33
件
予
定
へ

荏
田
第
二
高
架
橋
床
版
取
替
工
事
50
億
円
以
上

東
京
支
社

〈
6
面
へ
つ
づ
く
〉
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県
御
殿
場
市
③
48
カ
月
④
鮎
沢

Ｐ
Ａ
〜
御
殿
場
Ｉ
Ｃ
（
右
ル
ー

ト
）
間
の
柏
木
第
一
橋
、
小
山

高
架
橋
、
滝
沢
川
橋（
小
山
）、

所
領
橋
、
馬
伏
川
橋
、
深
沢
橋

の
床
版
取
替
等
を
行
う
工
事
、

床
版
取
替
約
7
千
平
方
㍍
、
塗

替
塗
装
約
40
千
平
方
㍍
、
鋼
桁

補
強
7
橋
、
鋼
桁
連
結
1
橋
、

支
承
取
替
約
50
基
、
詳
細
設
計

7
橋
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2
四

半
期
⑦
50
億
円
以
上

▽
東
名
高
速
道
路
川
音
川
橋

他
4
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
工
事
②
神
奈
川
県
足
柄

上
郡
大
井
町
〜
静
岡
県
御
殿
場

市
③
約
30
カ
月
④
川
音
川
橋
、

惣
領
橋
、
延
命
寺
橋
、
張
間
田

橋
、
芭
蕉
橋
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
）
の
橋
脚
耐
震
補
強
及
び
支

承
取
替
等
を
行
う
工
事
、
橋
脚

耐
震
補
強
約
35
基
、
支
承
取
替

約
15
基
、
は
く
落
防
止
対
策
5

橋
、
伸
縮
装
置
補
修
約
20
箇
所

⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期

⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額
以
上
〜
50
億

円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
富
士
Ｉ
Ｃ
〜
清
水
Ｉ
Ｃ

間
床
版
取
替
工
事
（
2
0
2
0

年
度
）
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②

静
岡
県
富
士
市
〜
静
岡
県
静
岡

市
③
約
12
カ
月
④
堰
沢
橋
の
床

版
取
替
、
原
高
架
橋
の
支
承
取

替
等
を
行
う
工
事
、
床
版
取
替

約
1
・
0
千
平
方
㍍
、
支
承
取

替
約
20
基
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第

1
四
半
期

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
沼
津
Ｉ
Ｃ
〜
富
士
Ｉ
Ｃ

間
床
版
取
替
工
事
（
2
0
2
0

年
度
）
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②

静
岡
県
沼
津
市
〜
静
岡
県
富
士

市
③
約
30
カ
月
④
荒
久
橋
、
春

山
川
橋
、
江
尾
橋
の
床
版
取
替

等
を
行
う
工
事
、
床
版
取
替
約

5
・
0
千
平
方
㍍
、
支
承
取
替

約
2
0
0
基
⑤
第
1
四
半
期
⑥

第
1
四
半
期

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
清
見
寺
橋
他
1
橋
床
版

取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事

②
静
岡
県
富
士
市
〜
静
岡
県
静

岡
市
③
約
48
カ
月
④
東
名
高
速

道
路
清
見
寺
橋
（
上
下
線
）
の

床
版
取
替
、
清
見
寺
橋
（
上
下

線
）、
薩
垂
高
架
橋
（
下
り
線

鋼
橋
部
）
の
支
承
取
替
、
清
見

寺
橋
（
上
下
線
）、
薩
垂
高
架

橋
（
上
下
線
）
の
疲
労
き
裂
対

策
等
を
行
う
工
事
、
床
版
取
替

約
4
・
5
千
平
方
㍍
、
疲
労
き

裂
対
策
工
4
橋
、
塗
替
塗
装

約
19
千
平
方
㍍
、
支
承
取
替

約
75
基
、
詳
細
設
計
1
式
⑤
第

3
四
半
期
⑥
第
4
四
半
期
⑦
50

億
円
以
上

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
清
見
寺
橋
他
1
橋
支
承

取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事

②
静
岡
県
富
士
市
〜
静
岡
県
静

岡
市
③
約
20
カ
月
④
清
見
寺

橋
、
薩
垂
高
架
橋
（
鋼
橋
）（
上

り
線
）
の
支
承
取
替
等
を
行
う

工
事
、
支
承
取
替
約
40
基
⑤
第

1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦
4

億
円
以
上
〜
10
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
中
吉
田
高
架
橋
他
1
橋

支
承
取
替
工
事
＝
①
土
木
工
事

②
静
岡
県
静
岡
市
〜
静
岡
県
静

岡
市
③
約
25
カ
月
④
中
吉
田
高

架
橋
（
上
り
・
Ｃ
o
橋
部
）、

片
山
高
架
橋
（
上
下
・
Ｃ
o
橋

部
）
に
つ
い
て
支
承
取
替
を
行

う
工
事
、
支
承
取
替
1
8
0

基
、
支
承
補
強
構
造

70
基
⑤

第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦

Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額
以
上
〜
50
億
円

未
満▽

東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
片
山
高
架
橋
他
2
橋
鋼

橋
補
強
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工

事
②
静
岡
県
静
岡
市
〜
静
岡
県

焼
津
市
③
約
21
カ
月
④
小
柳
津

高
架
橋
（
上
り
・
鋼
橋
部
）、

片
山
高
架
橋
（
鋼
橋
部
）、
用

宗
高
架
橋
（
上
り
）
に
つ
い
て

補
強
工
事
を
行
う
工
事
、
塗
替

塗
装
約
3
千
平
方
㍍
、
鋼
桁
補

強
1
橋
、
支
承
取
替
工
90
基
、

支
承
補
強
構
造
約
10
基
、
詳
細

設
計
1
式
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第

2
四
半
期
⑦
4
億
円
以
上
〜
10

億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
大
井
川
橋
他
1
橋
床
版

取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事

②
静
岡
県
焼
津
市
〜
静
岡
県
牧

之
原
市
③
約
69
カ
月
④
大
井
川

橋
の
床
版
取
替
及
び
瀬
戸
川
橋

（
上
り
線
）
の
支
承
取
替
を
行

う
工
事
、
床
版
取
替
約
13
千
平

方
㍍
、
鋼
桁
補
強
2
橋
、
塗
替

塗
装

約
1
1
8
ち
平
方
㍍
、

支
承
取
替

1
3
5
基
、
詳
細

設
計
1
式
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第

2
四
半
期
⑦
50
億
円
以
上

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
天
竜
川
橋
支
承
取
替
工

事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②
静
岡

県
磐
田
市
〜
静
岡
県
浜
松
市
③

約
30
カ
月
④
天
竜
川
橋
（
鋼

橋
）
の
支
承
取
替
等
を
行
う
工

事
、
支
承
取
替

約
1
8
5
基

⑤
公
告
等
済
⑥
第
2
四
半
期
⑦

10
億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額

未
満▽

東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
菅
ヶ
谷
高
架
橋
床
版
取

替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②

静
岡
県
掛
川
市
〜
静
岡
県
袋
井

市
③
約
48
カ
月
④
菅
ヶ
谷
高
架

橋
の
床
版
取
替
、
鋼
桁
補
強
等

を
行
う
工
事
、
床
版
取
替
工
約

5
千
平
方
㍍
、
鋼
桁
補
強
2

橋
、
塗
替
塗
装

約
20
千
平
方

㍍
、
詳
細
設
計
1
式
⑤
第
2
四

半
期
⑥
第
3
四
半
期
⑦
50
億
円

以
上▽

東
名
高
速
道
路
西
岡
津
高

架
橋
他
1
橋
耐
震
補
強
工
事
＝

①
橋
梁
補
修
工
事
②
静
岡
県
掛

川
市
〜
静
岡
県
袋
井
市
③
約
17

カ
月
④
西
岡
津
高
架
橋
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
）
の
支
承
取
替
、

及
び
袋
井
橋
の
橋
脚
耐
震
補
強

等
を
行
う
工
事
、
橋
脚
耐
震
補

強
約
4
基
、
支
承
取
替
約
10
基

⑤
第
2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期

⑦
4
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
西
方
川
橋

他
1
橋
支
承
取
替
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
工
事
②
静
岡
県
榛
原
郡

吉
田
町
〜
静
岡
県
掛
川
市
③
約

17
カ
月
④
外
ノ
久
保
高
架
橋
、

西
方
川
橋
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
）
の
支
承
取
替
等
を
行
う
工

事
、
支
承
取
替
約
90
基
⑤
第
1

四
半
期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
4
億

円
以
上
〜
10
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
篠
原
高
架

橋
他
1
橋
支
承
取
替
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
工
事
②
静
岡
県
静
岡

市
〜
静
岡
県
焼
津
市
③
約
12
カ

月
④
篠
原
高
架
橋
、
北
浦
高
架

橋
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
）
の
支

承
取
替
等
を
行
う
工
事
、
支
承

取
替
約
60
基
⑤
第
2
四
半
期
⑥

第
3
四
半
期
⑦
4
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
清
水
Ｉ
Ｃ

〜
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
間
伸
縮
装

置
取
替
工
事
（
2
0
2
0
年

度
）
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②
静

岡
県
静
岡
市
〜
静
岡
県
牧
之
原

③
約
11
カ
月
④
小
鹿
高
架
橋
、

出
川
高
架
橋
の
伸
縮
装
置
を
取

り
替
え
る
工
事
、
伸
縮
装
置
取

替
約
6
箇
所
⑤
第
1
四
半
期
⑥

第
1
四
半
期
⑦
4
億
円
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路
浜
松
管

内
支
承
補
修
工
事
＝
①
橋
梁
補

修
工
事
②
静
岡
県
静
岡
市
〜
愛

知
県
豊
川
市
③
約
11
ヶ
月
④
新

静
岡
Ｉ
Ｃ
〜
浜
松
い
な
さ
Ｉ
Ｃ

間
の
橋
梁
16
橋
に
お
い
て
、
オ

ゾ
ン
劣
化
等
に
よ
り
損
傷
し
て

い
る
ゴ
ム
支
承
を
補
修
す
る
工

事
、
支
承
補
修
工
約
2
5
0
基

⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期

⑦
4
億
円
未
満

▽
西
湘
バ
イ
パ
ス
（
特
定
更

新
等
）
萬
丈
橋
床
版
取
替
工
事

（
2
0
2
0
年
度
）
＝
①
橋
梁

補
修
工
事
②
神
奈
川
県
小
田
原

市
③
約
24
カ
月
④
萬
丈
橋
の
床

版
取
替
等
を
行
う
工
事
、
床
版

取
替
約
4
・
0
千
平
方
㍍
、
塗

替
塗
装
約
20
千
平
方
㍍
、
支
承

取
替
約
1
3
0
基
⑤
第
2
四
半

期
⑥
第
3
四
半
期

▽
小
田
原
厚
木
道
路
（
特
定

更
新
等
）
狩
川
橋
他
2
橋
床
版

取
替
工
事
（
2
0
2
0
年
度
）

＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈
川

県
小
田
原
市
〜
厚
木
市
③
約
44

カ
月
④
狩
川
橋
、
森
戸
高
架

橋
、
観
音
寺
高
架
橋
の
床
版
取

替
等
を
行
う
工
事
、
床
版
取
替

約
2
千
平
方
㍍
、
鋼
桁
補
強
3

橋
、
鋼
桁
連
結
1
橋
、
塗
替
塗

装
約
5
千
平
方
㍍
、
支
承
取
替

約
55
基
、
詳
細
設
計
9
橋
⑤
第

2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期
⑦
Ｗ

Ｔ
Ｏ
基
準
額
以
上
〜
50
億
円
未

満
基
本
契
約
付
帯

▽
小
田
原
厚
木
道
路
（
特
定

更
新
等
）
床
版
取
替
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈
川
県
小

田
原
市
〜
厚
木
市
③
77
カ
月
④

狩
川
橋
、
矢
作
高
架
橋
、
森
戸

高
架
橋
、
中
村
川
橋
、
生
沢
高

架
橋
、
観
音
寺
高
架
橋
、
平
塚

Ｉ
Ｃ
橋
、
沼
目
橋
、
酒
井
高
架

橋
の
床
版
取
替
等
を
行
う
工

事
、
床
版
取
替
約
10
千
平
方

㍍
、
鋼
桁
補
強
9
橋
、
鋼
桁
連

結
2
橋
、
塗
替
塗
装
約
24
千
平

方
㍍
、
支
承
取
替
約
1
8
0

基
、
詳
細
設
計
9
橋
⑤
第
2
四

半
期
⑥
第
3
四
半
期
⑦
50
億
円

以
上▽

西
湘
バ
イ
パ
ス
海
神
橋
他

7
橋
支
承
取
替
工
事
＝
①
橋
梁

補
修
工
事
②
神
奈
川
県
小
田
原

市
〜
神
奈
川
県
平
塚
市
③
約
24

カ
月
④
吉
沢
高
架
橋
、
鈴
川

橋
、
穴
部
高
架
橋
、
飯
泉
高
架

橋
、
石
原
高
架
橋
、
舞
鶴
高
架

橋
、
金
波
橋
、
海
神
橋
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
）
の
支
承
取
替
等

を
行
う
工
事
、
支
承
取
替
約

1
7
0
基
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第

4
四
半
期
⑦
10
億
円
以
上
〜
Ｗ

Ｔ
Ｏ
基
準
額
未
満

▽
東
名
高
速
道
路(

特
定
更

新
等
）
高
森
高
架
橋
他
2
橋
支

承
取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工

事
②
神
奈
川
県
厚
木
市
〜
神
奈

川
県
秦
野
市
③
約
22
カ
月
④
高

森
高
架
橋
、
渋
田
川
橋
、
鈴
川

橋(

鋼
橋)

の
支
承
取
替
等
を
行

う
工
事
、
支
承
取
替
約
60
基
⑤

第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦

4
億
円
以
上
〜
10
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
粟
窪
高
架
橋
他
1
橋
支

承
取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工

事
②
神
奈
川
県
厚
木
市
〜
神
奈

川
県
秦
野
市
③
約
22
カ
月
④
東

名
玉
川
橋
、
粟
窪
高
架
橋(

鋼

橋)

の
支
承
取
替
等
を
行
う
工

事
、
支
承
取
替
約
65
基
⑤
第
1

四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦
4
億

円
以
上
〜
10
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
秦
野
高
架
橋
他
1
橋
支

承
取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工

事
②
神
奈
川
県
厚
木
市
〜
神
奈

川
県
秦
野
市
③
約
26
カ
月
④
秦

野
高
架
橋
、南
矢
名
高
架
橋（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
）
の
支
承
取
替

等
を
行
う
工
事
、
支
承
取
替
約

1
8
0
基
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第

2
四
半
期
⑦
4
億
円
以
上
〜
10

億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
船
子
高
架

橋
支
承
取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補

修
工
事
②
神
奈
川
県
厚
木
市
〜

神
奈
川
県
秦
野
市
③
約
24
カ
月

④
船
子
高
架
橋
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
）
の
支
承
取
替
等
を
行
う

工
事
、
支
承
取
替
工
約
35
基
⑤

2
0
2
1
年
度
第
1
四
半
期
⑥

2
0
2
1
年
度
第
2
四
半
期
⑦

4
億
円
未
満

▽
西
湘
バ
イ
パ
ス
小
田
原
港

橋
他
2
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈
川
県
小

田
原
市
③
約
24
カ
月
④
小
田
原

港
橋
、
小
田
原
高
架
橋
、
横
磯

橋
の
橋
脚
耐
震
補
強
及
び
支
承

取
替
等
を
行
う
工
事
、
橋
脚
耐

震
補
強
約
20
基
、
水
平
分
担
構

造
約
35
基
⑤
第
2
四
半
期
⑥
第

2
四
半
期
⑦
10
億
円
以
上
〜
Ｗ

Ｔ
Ｏ
基
準
額
未
満

▽
西
湘
バ
イ
パ
ス
（
特
定
更

新
等
）
萬
丈
橋
塩
害
対
策
工
事

（
2
0
2
0
年
度
）
＝
①
橋
梁

補
修
工
事
②
神
奈
川
県
小
田
原

市
〜
神
奈
川
県
厚
木
市
、
神
奈

川
県
中
郡
二
宮
町
〜
神
奈
川
県

小
田
原
市
③
約
45
カ
月
④
萬
丈

橋
の
塩
害
対
策
等
を
行
う
工

事
、
塩
害
対
策
約
20
千
平
方

㍍
、
外
ケ
ー
ブ
ル
補
強
約
3
5

0
本
、
支
承
取
替
約
30
基
、
断

面
修
復
工
約
1
、
6
0
0
箇

所
、
詳
細
設
計
1
式
⑤
第
1
四

半
期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
50
億
円

以
上▽

新
湘
南
バ
イ
パ
ス
西
久
保

高
架
橋
（
鋼
橋
）
耐
震
補
強
工

事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈

川
県
茅
ヶ
崎
市
③
約
28
カ
月
④

西
久
保
高
架
橋
（
鋼
橋
）
の
橋

脚
耐
震
補
強
及
び
支
承
取
替
等

を
行
う
工
事
、
橋
脚
耐
震
補
強

約
30
基
、
支
承
取
替
工
約

2
6
0
基
⑤
公
告
等
済
⑥
第
2

四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額
以
上

〜
50
億
円
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路
新
駒
門

西
高
架
橋
床
版
拡
幅
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
工
事
②
静
岡
県
御
殿

場
市
〜
静
岡
県
沼
津
市
③
約
27

カ
月
④
新
駒
門
西
高
架
橋
（
Ｐ

Ｃ
2
主
版
桁
橋
）
の
床
版
を
拡

幅
す
る
工
事
、
床
版
拡
幅
約
2

千
平
方
㍍
、
詳
細
設
計
1
式
⑤

公
告
等
済
⑥
第
2
四
半
期
⑦
10

億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額
未

満
▽
東
名
高
速
道
路
東
名
足
柄

橋
他
3
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
工
事
②
神
奈
川
県
足

柄
上
郡
大
井
町
〜
静
岡
県
沼
津

市
③
約
24
カ
月
④
東
名
足
柄

橋
、
犬
ノ
平
橋
、
入
山
沢
橋
、

便
船
塚
橋
、
搗
木
橋
の
耐
震
補

強
等
を
行
う
工
事
、
橋
脚
耐
震

補
強
約
6
基
、
支
承
補
強
構
造

約
70
基
⑤
公
告
等
済
⑥
第
2
四

半
期
⑦
10
億
円
以
上
〜
Ｗ
Ｔ
Ｏ

基
準
額
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
浜
名
湖
橋
鋼
橋
補
強
工

事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
、
塗
装

工
事
②
静
岡
県
浜
松
市
③
約
42

カ
月
④
浜
名
湖
橋
（
非
合
成
箱

桁
橋
）に
お
い
て
、塗
替
塗
装
、

疲
労
亀
裂
補
修
を
行
う
工
事
、

塗
替
塗
装
工
約
50
千
平
方
㍍
、

疲
労
き
裂
対
策
工
2
橋
、
詳
細

設
計
1
式
⑤
第
4
四
半
期
⑥

2
0
2
1
年
度
第
1
四
半
期
⑦

Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額
以
上
〜
50
億
円

未
満▽

東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
桜
坂
橋
他
1
橋
鋼
橋
補

強
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
工
事
、

塗
装
工
事
②
神
奈
川
県
厚
木
市

〜
神
奈
川
県
秦
野
市
③
約
21
カ

月
④
坪
ノ
内
高
架
橋
、
桜
坂
橋

の
鋼
桁
補
強
及
び
塗
替
塗
装
を

行
う
工
事
、
鋼
桁
補
強
工
2

橋
、
鋼
桁
補
修
工
2
橋
、
塗
替

塗
装
工
約
3
千
平
方
㍍
、
支
承

取
替
工

約
35
基
、
詳
細
設
計

1
式
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2
四

半
期
⑦
4
億
円
以
上
〜
10
億
円

未
満▽

東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
境
川
橋
鋼
橋
補
強
工
事

＝
①
橋
梁
補
修
工
事
、
塗
装
工

事
②
神
奈
川
県
横
浜
市
〜
神
奈

川
県
厚
木
市
③
約
19
カ
月
④
境

川
橋
の
鋼
桁
補
強
及
び
塗
替
塗

装
を
行
う
工
事
、
鋼
桁
補
強
2

橋
、
塗
替
塗
装
約
6
千
平
方

㍍
、
支
承
取
替
約
10
基
、
詳
細

設
計
1
式
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第

4
四
半
期
⑦
10
億
円
以
上
〜
Ｗ

Ｔ
Ｏ
基
準
額
未
満

▽
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
横
浜
管
内
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
補
修
工
事
（
2
0
2
0
年

度
）
＝
①
土
木
補
修
工
事
②
神

奈
川
県
寒
川
町
〜
神
奈
川
県
相

模
原
市
③
約
12
カ
月
④
ト
ン
ネ

ル
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
補
修

を
行
う
工
事
、
は
く
落
防
止
対

策
工

約
0
・
3
千
平
方
㍍
、

ひ
び
割
れ
補
修
工
約
0
・
7
千

㍍
、
断
面
修
復
工
約
4
千
㍑
⑤

第
2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期
⑦

1
億
円
以
上
〜
2
億
円
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路
富
士
管

内
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
補
修

工
事
（
2
0
2
0
年
度
）
＝
①

土
木
補
修
工
事
②
静
岡
県
沼
津

市
〜
静
岡
県
静
岡
市
③
約
12
カ

月
④
ト
ン
ネ
ル
覆
工
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
は
く
落
防
止
対
策
を
行

う
工
事
、
は
く
落
防
止
対
策
工

約
0
・
8
千
平
方
㍍
、
ひ
び
割

れ
補
修
工
約
0
・
1
千
㍍
、
断

面
修
復
工
約
8
千
㍑
⑤
第
3
四

半
期
⑥
第
4
四
半
期
⑦
2
億
円

以
上
〜
4
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
静
岡
管
内

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
補
修
工

事
（
2
0
2
0
年
度
）
＝
①
土

木
補
修
工
事
②
静
岡
県
静
岡
市

〜
静
岡
県
榛
原
郡
吉
田
町
③
約

13
カ
月
④
清
水
Ｉ
Ｃ
〜
吉
田
Ｉ

Ｃ
間
の
カ
ル
バ
ー
ト
・
橋
梁
・

ト
ン
ネ
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は

く
落
防
止
対
策
を
行
う
工
事
、

は
く
落
防
止
対
策
工
約
16
千
平

方
㍍
、
ひ
び
割
れ
注
入
工
約
0

・
7
千
㍍
、
断
面
修
復
工
約
2

千
㍑
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
1
四

半
期
⑦
4
億
円
以
上
〜
8
億
円

未
満▽

東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
大
井
松
田
Ｉ
Ｃ
〜
御
殿

場
Ｉ
Ｃ
間
の
り
面
排
水
施
設
更

新
工
事
（
2
0
2
0
年
度
）
＝

①
土
木
補
修
工
事
②
神
奈
川
県

足
柄
上
郡
大
井
町
〜
静
岡
県
御

殿
場
市
東
田
中
③
約
23
カ
月
④

大
井
松
田
Ｉ
Ｃ
〜
御
殿
場
Ｉ
Ｃ

間
の
の
り
面
排
水
施
設
の
更
新

工
事
、
排
水
溝
取
替
工
約

1
5
0
0
㍍
、
集
水
ま
す
設
置

工
約
30
箇
所
、
の
り
面
階
段
工

約
3
0
0
㍍
、
手
す
り
工
約
3

0
0
㍍
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第
4

四
半
期
⑦
4
億
円
以
上
〜
8
億

円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
静
岡
Ｉ
Ｃ
〜
焼
津
Ｉ
Ｃ

間
小
坂
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン

カ
ー
補
修
工
事
＝
①
土
木
補
修

工
事
②
静
岡
県
静
岡
市
〜
静
岡

県
焼
津
市
③
約
20
カ
月
④
静
岡

Ｉ
Ｃ
〜
焼
津
Ｉ
Ｃ
間
小
坂
地
区

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
受
圧

板
の
取
替
お
よ
び
の
り
面
排
水

施
設
の
更
新
工
事
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ア
ン
カ
ー
受
圧
板
取
替
約
2

3
0
基
、
排
水
溝
取
替
工
約
2

7
0
㍍
、
排
水
溝
設
置
工
約
1

0
0
㍍
、
の
り
面
階
段
工
約
50

㍍
、
手
す
り
工
約
1
3
0
0
㍍

⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
1
四
半
期

⑦
4
億
円
以
上
〜
8
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
菊
川
Ｉ
Ｃ
〜
掛
川
Ｉ
Ｃ

間
西
方
地
区
の
り
面
排
水
施
設

更
新
工
事
＝
①
土
木
補
修
工
事

②
静
岡
県
菊
川
市
〜
静
岡
県
掛

川
市
③
約
16
カ
月
④
菊
川
Ｉ
Ｃ

〜
掛
川
Ｉ
Ｃ
間
西
方
地
区
の
の

り
面
排
水
施
設
の
更
新
工
事
、

排
水
溝
取
替
工
約
2
5
0
㍍
、

排
水
溝
設
置
工
約
3
6
0
㍍
、

の
り
面
階
段
工
約
1
5
0
㍍
、

手
す
り
工
約
8
5
0
㍍
⑤
第
1

四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦
2
億

円
以
上
〜
4
億
円
未
満

▽
新
東
名
高
速
道
路
浜
松
管

内
切
土
の
り
面
補
強
工
事
（
2

0
2
0
年
度
）
＝
①
土
木
補
修

工
事
②
静
岡
県
浜
松
市
③
約
14

カ
月
④
浜
松
浜
北
Ｉ
Ｃ
〜
浜
松

い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
切
土
の
り

面
補
強
工
事
、
吹
付
の
り
枠
工

約
7
千
平
方
㍍
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
吹
付
工

約
4
千
平
方
㍍
、

切
土
補
強
土
工
約
3
千
本
⑤
第

1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦
4

億
円
以
上
〜
8
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
三
ヶ
日
地

区
横
断
管
補
修
工
事
＝
①
土
木

補
修
工
事
②
静
岡
県
浜
松
市
③

約
7
カ
月
④
本
線
盛
土
部
横
断

管
の
補
修
を
行
う
工
事
、
横
断

管
補
修
工
（
内
管
挿
入
工
）
一

式
（
φ
1
・
5
㍍
、
約
70
㍍
）

⑤
第
2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期

⑦
1
億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
三
ヶ
日
ト
ン
ネ
ル
他
1

ト
ン
ネ
ル
覆
工
補
強
工
事
＝
①

土
木
補
修
工
事
②
静
岡
県
浜
松

市
〜
愛
知
県
豊
川
市
③
約
18
カ

月
④
三
ヶ
日
ト
ン
ネ
ル
の
覆
工

補
強
工
及
び
宇
利
ト
ン
ネ
ル
の

は
く
落
防
止
対
策
工
、
監
視
員

通
路
設
置
を
行
う
工
事
、
覆
工

補
強
工
約
0
・
3
千
平
方
㍍
、

は
く
落
防
止
対
策
工
約
0
・
2

千
平
方
㍍
、
監
視
員
通
路
設
置

工
約
2
㌔
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第

3
四
半
期
⑦
4
億
円
以
上
〜
8

億
円
未
満

▽
東
名
高
速
道
路
（
特
定
更

新
等
）
上
石
山
地
区
切
土
の
り

面
補
強
工
事
＝
①
土
木
補
修
工

事
②
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
〜
静

岡
県
御
殿
場
市
③
約
25
カ
月
④

大
井
松
田
Ｉ
Ｃ
〜
御
殿
場
Ｉ
Ｃ

間
上
石
山
地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ア
ン
カ
ー
の
更
新
工
事
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
工
約
4
0
0

本
（
約
4
5
0
0
㍍
）
⑤
公
告

等
済
⑥
第
2
四
半
期
⑦
8
億
円

以
上

〈
5
面
か
ら
つ
づ
く
〉
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中日本エクシス中
日
本
エ
ク
シ
ス
は
、
3

月
24
日
に
農
林
水
産
省
か
ら

発
表
さ
れ
た
第
28
回
優
良
外

食
産
業
表
彰
の
地
域
社
会
貢

献
・
環
境
配
慮
部
門
で
、「
農

林
水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し

た
。
社
会
・
経
済
の
変
化
を

見
据
え
た
地
域
活
性
化
の
取

組
み
、
台
湾
の
高
速
道
路
、

清
水
（
チ
ン
ス
イ
）
Ｓ
Ａ
へ

の
事
業
参
入
を
通
し
日
本
食

の
魅
力
発
信
や
日
本
の
名
産

品
の
輸
出
に
つ
な
げ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

農
水
省
は
、
毎
年
度
、
優

良
外
食
産
業
表
彰
を
行
い
、

広
く
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
優
良
事
例
を
紹
介
し
、
食

生
活
を
通
じ
た
国
民
生
活
に

お
け
る
健
康
で
豊
か
な
社
会

の
一
層
の
推
進
と
地
域
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
。

中
日
本
エ
ク
シ
ス
は
、
経

営
理
念
の
中
に
「
地
域
の
活

性
化
」
を
、
経
営
方
針
の
一

つ
に
「
社
会
・
経
済
の
変
化

も
見
据
え
た
地
域
活
性
化
へ

の
貢
献
」
を
掲
げ
、
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

例
え
ば
、
直
営
店
舗
に
お

け
る
地
元
食
材
を
使
用
し
た

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
・
販
売
や
、

産
学
連
携
、
山
梨
県
上
野
原

市
の
生
産
者
と
の
農
産
物
直

売
所
の
運
営
、
地
元
食
材
を

使
用
し
た
各
種
フ
ェ
ア
の
開

催
、
地
元
小
学
校
な
ど
の
職

場
体
験
と
し
て
の
場
所
の
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
香
港
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｏ

に
お
い
て
催
事
出
店
し
、
同

社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
土
産
ブ
ラ

ン
ド
「
プ
レ
み
や
」
な
ど
を

販
売
し
、
地
域
の
名
産
品
の

ニ
ー
ズ
調
査
等
を
行
い
、
日

本
の
名
産
品
等
の
輸
出
に
つ

な
げ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
表

彰
式
は
中
止
。「
農
林
水
産
大

臣
賞
」
の
表
彰
状
と
盾
を
受

理
し
た
同
社
の
青
山
忠
司
代

表
取
締
役
社
長
は
、
喜
び
の

笑
顔
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

Ｊ
Ｂ
本
四
高
速
と
Ｊ
Ｂ
ハ

イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
こ
の

ほ
ど
、
瀬
戸
内
海
を
題
材
と

し
た
第
5
回
「
橋
の
見
え
る

丘
絵
画
賞
」
の
入
賞
作
品
を

決
定
し
発
表
し
た
。
メ
セ
ナ

活
動
と
し
て
瀬
戸
内
美
術
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
実
施

な
ど
、
瀬
戸
内
の
ア
ー
ト
の

魅
力
を
発
信
す
る
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
実
施
。

両
社
は
1
月
か
ら
、
応
募

時
点
で
満
15
歳
以
上
の
、
大

阪
、
兵
庫
、
岡
山
、
広
島
、

徳
島
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知

8
府
県
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
す
る
、
絵
画
を
趣
味
に
し

て
い
る
人
や
絵
画
の
道
を
志

し
て
い
る
人
の
作
品
を
募

集
。
応
募
の
あ
っ
た
43
点
の

中
か
ら
、
大
阪
芸
術
大
学
の

泉
谷
淑
夫
教
授
、
鳴
門
教
育

大
学
大
学
院
の
山
木
朝
彦
教

授
ら
に
よ
る
厳
正
な
審
査
に

よ
り
、
入
賞
作
品
5
点
、
さ

ら
に
入
賞
作
品
の
中
か
ら
、

5
回
目
開
催
の
節
目
を
記
念

し
て
第
5
回
記
念
賞
を
決
定

し
た
。

入
賞
5
作
品
、
入
賞
者
は

次
の
通
り
。

▽
「
舫
杭
（
も
や
い
ぐ

い
）」
甲
斐
君
枝
さ
ん
（
広

島
県
呉
市
）
▽
「
ち
い
さ
な

船
客
」
仲
嶺
一
花
さ
ん
（
兵

庫
県
立
神
戸
甲
北
高
等
学

校
）
▽
「
橋
が
見
え
た
よ
」

新
城
晴
菜
さ
ん
（
大
阪
芸
術

大
学
）
▽
「
明
石
漁
港
の
午

後
」
吉
位
敬
介
さ
ん
（
兵
庫

県
尼
崎
市
）
▽
「
Ｄ
ｅ
ｔ
ｅ

ｒ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
決

意
）」
平
山
輝
さ
ん
（
大
阪

府
高
槻
市
）。

ま
た
、
入
賞
作
品
の
中
か

ら
第
5
回
記
念
賞
に
選
ば
れ

た
作
品
は
、「
橋
が
見
え
た

よ
」
新
城
晴
菜
さ
ん
（
大
阪

芸
術
大
学
）。審
査
員
ら
は
、

「
淡
路
Ｓ
Ａ
の
観
覧
車
の
窓

か
ら
の
眺
め
を
描
い
て
い

る
。
作
者
と
思
わ
れ
る
人
物

を
画
中
右
端
に
描
き
込
ん
だ

こ
と
で
、
絵
を
見
る
人
に
そ

の
場
に
い
る
よ
う
な
臨
場
感

を
与
え
て
く
れ
る
。
眼
下
の

風
景
の
処
理
も
巧
み
で
、
中

景
か
ら
遠
景
へ
と
自
然
な
奥

行
が
感
じ
ら
れ
て
心
地
よ

い
」
な
ど
と
選
評
し
た
。

な
お
、
4
月
18
日
に
実
施

予
定
だ
っ
た
入
賞
作
品
の
除

幕
と
表
彰
式
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
中
止
。淡
路
Ｓ
Ａ（
上
）

「
橋
の
み
え
る
丘
ギ
ャ
ラ
リ

ー
」
へ
の
入
賞
作
品
の
展
示

は
、
現
在
、
社
会
情
勢
を
鑑

み
、
見
合
わ
せ
て
い
る
。

第第
2288
回回
優優
良良
外外
食食
産産
業業
表表
彰彰

地
域
社
会
貢
献
・
環
境
配
慮
部
門
で

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

Ｊ
Ｂ
本
四

瀬戸内のアートの魅力を発信

第5回「橋の見える丘絵画賞」

入賞５作品が決まる 喜びの青山中日本
エクシス社長

恋
人
の
聖
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
画
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

中
日
本
と
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ

ン
、
芝
政
観
光
開
発
は
4
月

1
日
か
ら
、
福
井
県
内
の
縁

結
び
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
御

朱
印
風
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
幸
せ
を
あ
つ
め
て
…
福
井

さ
ん
ぽ
」
〜
恋
人
の
聖
地
＆

恋
の
宮
め
ぐ

り
〜
を
実
施

し
て
い
る
。

県
内
で
恋

人
の
聖
地
と

し
て
認
定
さ

れ
た
施
設
を

管
理
・
運
営

す
る
3
事
業

者
は
、
高
速

道
路
・
レ
ジ

ャ
ー
・
観
光
地
の
各
分
野
が

連
携
し
、「
恋
愛
」
や
「
結

婚
」
を
テ
ー
マ
に
福
井
県
の

観
光
振
興
と
地
域
活
性
化
を

実
現
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
。

今
回
は「
恋
人
の
聖
地
」に

加
え
、
良
縁
や
幸
せ
な
ど
の

願
い
を
込
め
た
桜
の
小
枝
を

交
換
す
る「
花
換
ま
つ
り
」で

知
ら
れ
る
通
称「
恋
の
宮
の

金
崎
宮（
同
県
敦
賀
市
）と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
使
用

す
る
特
別
台
紙
は
、
福
井
県

の
伝
統
産
業
で
あ
る
「
越
前

和
紙
」
を
採
用
し
、
各
所
で

ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
た
後

は
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
と
し
て

利
用
で
き
る
と
と
も
に
、
部

屋
に
飾
っ
て
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
各
エ
リ
ア
合
計
2

千
枚
の
数
量
限
定
で
、
無
く

な
り
次
第
終
了
と
な
る
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
台
紙

は
、
北
陸
道
・
杉
津
Ｐ
Ａ

（
下
）、
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ

ン
山
頂
公
園
、
芝
政
ワ
ー
ル

ド
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
3
カ
所

で
、
カ
ッ
プ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど

の
購
入
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
る
。
ス
タ
ン
プ
は
、
同
3

カ
所
の
ほ
か
金
崎
宮
の
計
4

カ
所
に
設
置
し
て
い
る
。

「
幸
せ
を
あ
つ
め
て
…
福
井
さ
ん
ぽ
」

御
朱
印
風
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

〜
恋
人
の
聖
地
＆
恋
の
宮
め
ぐ
り
〜

入賞作品「橋が見えたよ」新城晴菜
さん（大阪芸術大学）※第5回記念
賞も受賞（「ＪＢ本四高速」提供）

スタンプラリーで
使用する特別台紙
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